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調査場所（道の駅‚ 県）
無料化実施前 無料化実施後

調査日 回収枚数 調査日 回収枚数

さいかい 長崎県 2010年5月22日（土） 73 2010年11月13日(土) 109

山内 佐賀県 2010年5月22日（土） 92 2010年11月13日(土) 101

メタセの杜 福岡県 2010年5月15日（土） 157 2010年11月 6日(土) 139

豊前おこしかけ 福岡県 2010年5月15日（土） 122 2010年11月 7日(日) 182

やよい 大分県 2010年5月22日（土） 163 2010年11月20日(土) 143

かまえ 大分県 2010年5月29日（土） 130 2010年11月20日(土) 105

日向 宮崎県 口蹄疫のため中止 2010年11月20日(土) 118

フェニックス 宮崎県 口蹄疫のため中止 2010年11月20日(土) 145

合 計 737 1042

調査結果

無料化評価

無料化実施前と実施後で無料化に対する
考えに変化が表れていると考えられる。
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研究背景
・現在、実施されている高速道路無料化社会実験は全国の高速道路の約
２割で実施されている。

・無料化によって地元の公共交通機関や一般道路に何らかの影響がある
と考えられる。

目的

高速道路無料化社会実験が及ぼす影響について、実施前・実施後にアン
ケート調査を行い、その評価に関する検討を行っていくことを目的とする。

調査の概要
調査方法：聞き取り形式のアンケート調査
調査場所；道の駅全8ヶ所（無料化実施前のアンケートでは口蹄疫の影響で宮崎の2ヶ所は中止）
実施機関：九州大学、福岡大学、西日本工業大学、宮崎大学
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まとめ

・無料化は実施前より実施後のほうが賛成との回答が
多い。

・利用者にとって観光やレジャーが便利になっているが、
高速道路で渋滞が増えていると感じている。

・休日上限千円は維持すべきとの回答が多いが、無料
化は休日上限千円に比べると廃止との意見も多い。

休日上限千円と無料化は、
観光旅行やレジャーが便利
になるなどのメリットもある
が、路線バスの減便や廃止
が心配されるなどのデメリッ
トもあるので、今後も慎重に
議論していく必要がある。

千円高速、無料化共に変わらないとの回答が
最も多い。しかし、増えたとの回答も多く、減っ
たとの回答を圧倒的に上回っていることから、
千円高速の導入、無料化の導入によって高速
道路の利用者が増加していると考えられる。
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千円高速・無料化共に現行
の継続との回答が多いが、
特に無料化は廃止との意
見も多いことから、今後も
制度について検討していく
必要があると考えられる。

今後の料金制度について

235
598

61

307

350

179

31

108

96

232

317

104

182

325

222

45

205

132

日常生活が便利になった

観光･レジャーが便利になった

通勤で使用するようになった

休日の外出が増えた

高速道路の渋滞が増えた

料金所での渋滞が増えた

一般道路の渋滞が増えた

一般道路の交通量が減った

路線バスの廃止などが心配

利便性が良くなる
メリットもあれば、
渋滞が増えるなど
のデメリットもある。

（単位：人）

千円高速・無料化の影響
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